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特集 博物館ネットワークの効果的な利用

企画展と国際的なネットワーク

企画展への期待度

ミュージアムパーク茨城県自然博物館(以下当館という)

は、常設展示のみでは伝えきれないタイムリーな話題を、

楽しく分かりやすく来館者に提供するとともに、充実した

博物館資料の収集と情報ネットワークの構築を目指し、企

画展の開催を最も重要な博物館活動の 1 つに位置づけてい

る。

当館の年間入館者数はここ数年42万前後で推移している

が、 来館者アンケートの集計結果から入館者のうち約 6 割

がリピーターで、企画展の見学を目的として来館する人が、

常設展示の見学や野外施設の利用を目的とする人を上回っ

ている。また、アンケートには当館の企画展開催に関する

情報を半数近くの人が事前に知っていたという結果もでて

おり、いかに来館者が企画展に期待を寄せているかがうか

がえる。

企画展はこうして開催される

当館では、ここ数年企画展を年 3 回、 小規摸なトピック

ス展を年 1 回開催している。企画展では、春休みとゴール

デンウィークを期間に含む春季展、夏休みを中心とした夏

季展、秋の行楽シーズンから冬休みにかけての秋季展をそ

れぞ、れ約 3 カ月間開催している。そのほか、市民コレクシ

ョン展など小規庁莫のトピックス展を 2 月に開催している。

企画展のテーマについては、一般の来館者からの声、博

物館モニター(平成13年度から開始、現在213名)からの提

案なども参考にして、学芸系職員が原案を作成している。

そして、遅くとも開催 3年前までにテーマとプロ ジェクト

チームメンバーを決定している。プロジェクトチームは、

基本的に 5名の学芸系職員と広報と予算担当の職員計 7名
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で構成きれる。 18名の学芸系職員は、およそ l 年に 1 回は

企画展に携わることになる。準備期間が 3 年間あるので、

1 人が 3 つ 4 つの企画展にいつも関わっている状況にある。

学芸系職員の仕事の中で企画展はかなりのエネルギーを

費やすものとなっているが、その言刊面が入館者数等に反映

きれるため、やり甲斐のある仕事でもある。

3 轡買の企画展

通常の企画展は、「国内協力展」と位置づけ、関係機関か

ら展示資料の提供やアドバイスなどの協力を得ながら実施

している。また、 3年に 1 度の割合で、県内の自然調査の

成果を公表する「研究報告展」を実施している。 さらに、

年に 1 回の開催を目標に「海外協力展」を実施している。

これら 3種類の企画展のっち、来館者へのt也球的規摸で

の最新の自然情報の提供、国際的なネットワークの構築と

世界各地の自然史資料の収集など、 当館における過去 8 回

の海外協力展は種々の貢献をしてきた。

海外協力展が契機となった姉妹館締結

当館は建設準備手交階から、国内の自然史系博物館ではこ

れまであまり活発で、はなかった海外の博物館との交流に力

を入れてきた。開館記念企画展「サーベルタイ方ーの世界」

の開催では、ロサンゼルス郡立自然史博物館の協力を得た。

これは、茨城県とアメ リ カ ・ロサンゼルス郡との従前から

の交流の延長上で実現したものであり、その後も同館とは

活発な交流が続けられている。第 7 回企画展「鮫・太古か

らの使者」、第13回企画展「鯨 CetaceaJ は、同館の豊富

な展示資料を中心にパック化きれたものを借用し、当館の

所蔵品や圏内の諸機関から借用した資料をあわせて、独自

の企画展にまとめたものであった。企画展以外にも、教育
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活動に関する共同研究を実施したり深い交流を続け、平成

10年には姉妹館関係を締結した。

一方、第 3 回企画展「絶滅動物からのメ ッセージ」は中

国 ・ 内蒙古自治区博物館の協力を得て実現した。同館との

関係は、常設のシンボル展示として、内蒙古自治区で発掘

きれ、同館が実物を所蔵している松花江マンモスと世界最

大級の恐竜ヌオエロサウルス骨格レプリカを展示したこと

に始まる。 ロサンゼルス郡立自然史博物館より 1 年早い平

成 9 年に姉妹館を締結し、その後も緊密な交流を続けてい

る。

海外協力展から得られるもの

海外協力展の実施に当たっては、克服しなければならな

い問題点も少なからずある。 まず大きな費用がかかること

である 。 海外協力展は資料の輸送や海外からの関係者の招

へい等の出費が大きいため、通常の企画展の 2倍以上の費

用がかかる。 また、準備に当たっては、現地調査や取材、

関係機関との交渉など多くの時間と労力を必要とし、 言葉

の障害も大きい。 しかし、開催によって得るものは、多大

な費用や労力以上に大きいものがあるといえる。

海外協力展の開催は、来館者に海外の最新の自然情報を

提供することのみならず、博物館活動に幅と厚みを与える

ことにつながっている。 海外のまとま った自然史資料の充

実が図られたり、協力機関と企画展開催後も良好な関係を

維持し、国際交流を推進することができるからである。

例えば、第13回企画展「榔青たちのすむ森から」では、

コスタリカ国立博物館が当館の依頼に応えて、 36推1 ， 052

点の植物票本や34幡439点の昆虫標本などを企画展のため

に作成し、送付してくれた。 これらの資料は、中南米の自

然を理解する上での重要な収蔵品となっており、日本の他

の博物館で開催された企画展でも利用きれている。

また、第四国企画展「シーボルトの愛した日本の自然」

は、オラ ンダにあるライデン国立自然史博物館、同民族学

博物館、同植物標本館の協力を得て開催したが、植物標本

館とは開催後も緊密な関係を続けている。 当館からは植物

標本館へ、シーボル ト植物標本のデータベースに載せる植

物写真を提供した。 植物票本館からは当館へ、交流を記念

して、シーボルト植物す票本の寄贈があっ た。 この植秒Jキ票本

のいわば「里帰り」は、日本で最初の出来事であった。

開館10周年に向けて

平成16年は、当館の開館10周年に当たる。 10周年を記念
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コスタリカ国立博物館から送られ展示された昆虫と植物の標本

オランダ国立植物標本館からシーボルト標本の寄贈を受ける

する企画展として 「ゴビ砂漠の恐竜とともにJ (仮称)を計

画し、内蒙古自治区博物館の協力により現五準備を進めて

いる。 平成13年から 3年間に及ぶ現地での調査を実施して

きたカえ 今年は、恐竜の足跡化石レプリカ製作や、植樹目

の調査に伴う 20C耀を超える草原の植物標本の収集などの成

果を上げた。

また、 10周年記念イベン トとして、アメリカ、中園、韓

国、ニュージーラ ン ドから博物館関係者を招へいし、新し

い博物館像を探る「環太平洋国際シンポジウム」 の開催を

予定している。

現荘、地方自治体の財政は大変厳しい状況にあり、これ

までのように海外協力展を続けていくことは難しいと思わ

れるが、ここまでの成果を大切にし、今後の博物館活動の

糧としていきたい。
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ミュージアムパーク茨城県自然博物館における海外協力展

回 企画展名称

サーベルタイカ、、ーの世界
l 

(開館記念企画展)

絶滅動物からのメ ッ セージ
3 

緑と水の世界からゴビ砂漠まで

7 
鮫・太古からの使者

サメと人との共生を考える

10 
アマルガサウルスの腕突起はなぜ長い

アルゼンチンの恐竜と自然

13 
妖精たちのすむ森から

コスタリカの生物多様性とその保護

15 
鯨 Cetacea

三次元のゆりかごのなかで・・ ・

18 
シーボルトの愛した日本の自然

紫陽花 ・ 山根魚 ・ 煙水品

24 
コリアの自然史

大陸と日本を結ぶ生きものたち

31 
ゴビ砂漠の恐竜とともに(仮称)

(開館10年記念特別企画展)

伝統文化の保存と伝承を目的とした施設、
建設|こも積極的に参加しております。

会期 協力機関
入館者

(人)

H 6 .1l.13- アメリカ
163 ,836 

H 7 . 1 .16 ロサンゼルス郡立自然史博物館

H 7 . 6 .27- 中国
169 , 426 

H 7 . 9 .24 内蒙古自治区博物館

H8.7.6- アメリカ
126 , 217 

H 8.9 .16 ロサンゼルス郡立自然史博物館

H9.7.5- アルゼンチン
126 ,650 

H 9.9.15 アルセ、ンチン国立自然博物館

H10.7.11- コスタリカ
105 ,513 

H10.9.20 コスタリカ国立博物館ほか

H11. 1 .9- アメリカ
70 ,943 

H11.4 . 4 ロサンゼルス郡立自然史博物館

H12. 3 .18- オランダ、
158 ,981 

H12. 6 .18 ライデン国立自然史博物館ほか

H14.3.16- 韓国
146 ,936 

H14. 6 .16 梨花女子大学校自然史博物館ほか

H16. 7 .17- 中国

日 16.11.14 内蒙古自治区博物館

文化施設・商業施設・動刻・ ディスプレイ・デザイン・設計・制御演出・施工

kokollØi型L置詑TT?可叩?可i:ii-喜5詐E詰i鵠:店璃;詰i村市吋型間史惣受 j
/ 練糊武書蹴祉ヨコロ ht壮tp広:/υ/www.kokくoro-dreams.co.Jp/
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千葉県立現代産業科学館の試み

1 .はじめに

当館は、子どもから大人まで、だれもが産業に応用され

た科学技術を体験的仁学ぶことができる科学館として、平

成 6 年 6 月に開館した。開館以来、毎年34万人以上の利用

があり、この 7 月には入館総数300万人を達成した。

開館以来毎年館外の協力を得て産業技術や科学技術の

広い範囲に題材を求め、話題性のあるテーマで県民に親し

みやすい魅力ある展示会を実施してきた。

しかし、博物館全体の予算削減により特別展予算も年々

減少し、開催そのものも厳しい状況にきている。当館では

館内施設の 9 割をしめる常設展示場は無料であるが、 1 割

の展示面積で開催される特別展は有料(寸宣500円、高・大

学生400円、小中学生200円)であるため、「入場料をとるの

かH ・H・」と入場をためらう人も少なくない。

このような状況の中で実施する特別展は企業との共催、

他館や全科協等の企画した資料の利用といった開催手法だ

けでなく、運営面や経費面、内容面でもいろいろと工夫が

求められる。

本稿では、全科協の巡回展をベースに、今夏開催した特

別展「スポーツの科学一知ろう!さわろう!ためしてみよ

う! -J について当館での試みについて述べてみる。

2. 効果的な利用についての試み

巡回展「スポーツの科学」はスポーツを科学する 5 つの

ゾーン(からだを探れ、パワーを探れ、テクニックを探れ、

健康を探れ、スポーツ用具を探れ)を設定し、各ゾーンに

僻験性の高い「体験学習キット」を置き、体を動かしなが

ら、スポーツの中に潜む科学の話題に気付き、考えたり、

見つけたりできる展示会で平成13年度から開催されており、

当官官カ"17自官目である。

巡回展をより効果的に利用するために次の 3 点を試みた0

.当館独自展示の工夫

. 展示配置の工夫

・ 解説ツアーの実施と解説シートの作成

(1) 展示配置の工夫

千葉県立現代産業科学館学芸課上席研究員 佐藤哲

-4 一

①展示動線を考えて展示

この巡回展は各ゾーシに体験学習キットを置き、触った

り、身体を動かす展示物が多いため、入場者の安全を図る

上で展示場全体を見通せるように解長距パネノレと体験キット

を配置する館が多い。当館で、は安全面の配慮、を念頭に常時

2 名以上の職員を配置し、入口から出口まで図のような展

示動線を考えて展示配置をした。各ゾーンで展示物、解説

パネル、映像、体験学習キットを一体化させ、体験学習キ

ッ トだけに入場者が集中することなくどの展示も観覧でき

るようにした。

②職員の配置

巡回展では体験学習キットを中心にコンビュータや機器

を操作する展示が多い。入場者に操作し楽しみながら多く

のことを知っていただくために、操作方法を説明する職員

を配置した。

(2) 当館独自展示の工夫

①興味関心を引きつける導入展示・イベント

日韓ワールドカ ッフ存自催から 1 年。 関連イベントがサッ

カー協会や開催地で計画されており、サッカーへの関心は

高い。そこで、、腕サッカー協会に資料の協力をお願いし、

エン トランスに公式の開催ポスターや代表選手ユニフォー

ム、試合パネル、盾、公式ボール、相手国ペナント等を展
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示し、特別展会場への導入とした。

また、サッカー協会の協力を得て、サッカーに関するテ

ーマで講演会を実施した。予約開始 3 日間で募集人数を超

える問い合わせがあり、ワールドカッフ閣連展示と併せて

入館者の特別展への関心を喚起した。

②スポーツ用具の進化・開発面で当館独自展示を

スポーツ用具は先端科学の進歩と共に日々進化の過程に

ある。意外と知られていないスポーツ用具の進化とその開

発について解る資料(マラソンシューズの変遷、ゴルフク

ラブヘッドカットモテツk 靴型 ・ 足形模型、ウェア開発人

形など)をスポーツメーカーの協力を得て展示した。

また、開発の成果や効果が体験できる資料をスポーツメ

ーカーの協力を得て展示した (3D 足形測定機、 J令感体験装

置等)。

③よりわかりやすい展示にするための補助的資料

スポーツ用具や競技に潜む牧理学をノマネルだけで説明す

るのは難しい。そこで、スキージャンプのV字型飛行の揚

力の働きをよりわかりやすく説明するために写真のような

実験装置を製作し、入場者に体験してもらった。

実験装置 :V字型飛行の秘密

また、スポーツ用具の開発実験や用具の製造工程、用具

の使い方など解説パネルだけで、はわからないものが多い。

そこで実際の競技や実験開発の様子、製造工程等の映像を

障害者スポーツ協会やメーカーの協力を得て設置した。

(3) 解説ツアーの実施と解説シートの作成

任輝説ツアーの実施

特別展では、展示物やイベントをより効果的にご覧いた
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だくために解説員による解説ツアーを 11年度から実施して

いる。解説員は特別展担当職員から事前に何度か研修を受

け、解説資料を基に20分間の解説ツアーシナリオを作成し、

1 日 3 回の解説、ソアーを行った。また、事前申込のあった

団体入場者には担当職員による解説、ソアーを行った。詳し

くわかりやすい展示物の解説や体験型展示物の操作方法の

説明により入場者の満足度を高めることができた。

解説ツアー

信輝説シートの作成

各ゾーンの展示内容を写真や図表を入れてわかりやすく

解説した展示解説書 (A 4 版各ゾーン 2 頁)を作成した。

展示場では解説書をコピーしたものを表裏印刷しそれぞれ

のゾーンに入場者が自由に取れるように置いた。じっくり

時間をかけて観覧できない方や展示内容をより深〈知りた

い方に大変好評で、あった。

3. おわりに

特別展入場者の 1 割にあたる 630名のアンケート結果をみ

ると、 97%を超える入場者からおもしろかった、大変おも

しろかったという評価を、さらに95%の方から展示会を通

してスポーツの科学に関する新しい発見が見つかったとい

う評価を得た。また、展示物の印象度調査からは体験学習

キットの人気は予想通りであるが、独自展示を含め、各ゾ

ーンほとんどの展示物に対して入場者の関心がみられたと

いう結果が出た。

巡回展を効果的に利用するためには、それぞ、れの館のコ

ンセプトと館の置かれている様々な状況をふまえて、何か

しら手を加えて開催することが大切で、あると考える。
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春の企画展数学と遊ぼうーかたちと数のワンダーランドーを開催して

(期 間) 平成15年 3 月 15 日(土)- 4 月 6 日(日)

(会 場) 多目的ホール ・ 企画展示室

(入場者数) 19 ， 343人

(企画意図) 今回の企画展は、全国科学博物館協議会の巡回

(展示構成)

会場入口

8-1 

(1 ) 展示品

数学をテーマとした38点の展示品は、 小学校高学年から

中学生程度の内容で、小さい子ども達には難しい展示品も

ありました。 ただ、パズル、音楽等、小きい子どもでも楽し

めるものもあり、子ども達は熱心に参加体験していました。

展示品

ン ト を用意しま したが、これも好評で多くの方に持ち帰っ

ていただきました。

(3 ) 工作教室

かたちの変化をテーマにした以下の工作 3種類を実施し

ました。

-6-

栃木県子ども総合科学館小久保和男

展示「数学と遊ほう かたちと数のワンダーランドー」を

借用して展示しました。 数学のおもしろさ、不思議き、日

常生活の中の数学的知恵などを表現した作品に触れ、数学

に女村る興味を啓発することをねらいとしています。

A-1 ブフトン@多面4・ 8-1 !t・。@が1.‘かたちと. C-4 円@面積

A-2 さ*i!・a多画像 8-2 ハチtIl lーのかたち C-5 角館と角柱
A-3 宜陪万.績 8-3 昆虫@檀岨モデル C-6 アルキメデス@思考買再

A-4 画像箇 8-4 太陽系モデル C-7 ころころリ '.I~

A-5 大型橿体温 8-5 アポロニワス@肉... E-1 圃障の詰め込a

A-6 画面@不思. 8-6 量・圃E嗣寓圃 E-2 集合冊@包置控室
A-7 マンホル@ふた 8-7 柵円ビリヤード E-3 -下を曲がるいす

A-B 宜幅圃揮ところ 8-B ザイフロイ ~ìtり台 E-4 同CgJ5<>綱互繍僧的民置

A-g .'"ロータ田 8-g 正蝿骨布シーソー E-5 ハノイ@ーを甥こう

A-1 日 D? てEわる園形 8-10 パスカル@ー角形 0-1 音@置量

A-11 置島机 C-1 ピタヨラス@定理 0-2 避さ;r"コール
A-12 ~ピワヌの裕 C-2 ピヲコフスのいす 0-3 音羽帳@木

A-13 タフイシ@奮と晒び C-3 円@重量

(2) サイエンスショー

算数 ・ 数学に関する面白い実験 ・ クイズ ・ マジックの中

から厳選した内容であったため、とても反応が良く、ショ

ーが幣わると子ども達は道具を不思議そうに、面白そうに

試していました。また少し難しい内容については解説プリ

サイエンスショー

①ひよこ

4 枚の紙のノマーツを 4個のハトメでとめたもの。最初白

い卵の形を していて、変形して裏返すと ひよこにな り ます。

小さい子どもに人気がありました。
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②念力手帳

原案はパタパタ(帯からくり ) です。 手帳を聞くとま っ

すぐなスプーンの絵が描いてあり、一度閉じて念力をかけ

ー砂

③ぞ、うさん

念力手帳と同じ原理で、象カミネ監からとび出してきます。

ー砂

(4) .I~ソコン

今回の展示品に関したQ&Aを作製しました。 展示品の

内容と同様やや難い、内容でしたれ子ども達は意外に熱

心、にノ マソコンに向かっていました。

( 5 ) 樹支げと魚釣り

今回の展示品カミ小学校佐学年以下の子どもには難しい

ため、それらの子ども達に楽しんで、もらうために設けたコ

ーナ一。 小さい子ども達が一番楽しんだコーナーです。

魚釣り

(反省および今後の課題)

一 7 -

て再び開くとスプーンは直角に曲がってます。 /J~間交中学

年以上の子に人気がありました。 うまく演じると大人でも

驚きます。

-砂

小きい子どもに人気がありました。

ー惨

今回はメインとなる展示品を借用できたため、当館で用

意したサイエンスショー、工作、 パソコン、魚釣り、輪投

げ等の準備に早めに時間をかけて取り組むことができまし

た。 また、借用した展示品自体も完成度の高いものだっ た

ので、全体としては充実した企画展だったといえます。ア

ンケート結果を見ても 「とてもおもしろかった」と「おも

しろかった」という意見が全体の84%を占めていました。

19日間の入場者は19 ， 343人。 1 日あたりの入場者が1 ， 018

人。 ほほ例年並の入場者数でした。

今回の展示品は全国科制導物館協議会の借用物だったた

め、借料自体は無料で濁般設嵩撤収費用を要しただけでし

た。 今後は無料で借用できる巡回展示物か徐々に減ってい

き、低予算で展示物を収集、製作せざるを得なくなると思

われます。 そのため一層時間と労力をかけて企画展に取り

組んでいかなければならないと思われます。

①とてもお
もしろかっ

た
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オーストラリア博物館で、史上最大のワ二が登場

体長が12メートルの巨大なワニのレプリ カが、シドニー

のオーストラ リ ア博物館で2003年 9 月 4 日に登場した。 ス

ーノ fー ・ ク ロ ックの愛称で官乎ばれているこのワニ(学名 :

Sarcosuchus Imperator) は 1 億1000万年もの問、 サノ\ラ

砂漠の砂の中で潜んで、いたもので、シカゴ大学のポール ・

セレノ博士か率いた調査隊によってニジエールで発見され

た。 「捕獲」された時の頭部は l. 8メー ト ルに達する大物だ。

シドニーに登場したレプリ カは、この頭部をも と に制作さ

れたもので、日本各地で走り回っている大型パスと同じ長

きだ。 セレノ博士の研究によると、この巨大ワニの体重は

8 トンもあり、恐竜を好んで、食べていたとか。 2003年10月

12 日まで一般公開。 Super Croc!展。

http://www.supercroc.com/ 

http://www.nationalgeographic.com/supercroc/ 

http://www.austmus.gov.au/visiting/whatson/ 

オールトラリア博物館で、死についての特別展が開催中

「死」 と それに関係した儀式について語ることは、有史が

始まって以来、おおよそ殆どの社会で、人前で大きな声で

語るものではないと考え続けられてきている。 しかし 死

は、 第一のテーマで、あり、広〈人々の生活で受け入れられ

ている。 また人々の心哩の中で恐れられていることも事実

Tご。

こうしたことを基本的なメッセージとして、現庄シドニ

ーにあるオーノレ ト ラ リ ア博物館では、特別展「死:最後の

禁忌 Death the last tabooJ が、 2003年 5 月 9 日から 11

月 2 日まで開催きれている。二年の準備期間を経て完成し

た同展は、「死とは何か? J '死後に何が起こるのか ? J '死

者の取り扱いJ '死者の追悼」によって構成されている。人々

観覧者の関心を強〈号 |いている主な展示は次のとおりだ。

19"世紀のオーストラ リ アの安研リ囚のデスマスク。当時の

イギ リ ス本国 と植民1也だったオース ト ラリアで、広く市民

権を得ていた骨相学が、手研リ囚のデスマスクをとることに

より、犯罪者の特徴を顔や頭の形で説明 しよ うとした事実

が「あった。

世界各地て、現庄使われているユニークな棺おけ。 -;ゲーナ

で人気があるメルセデスベンツ型のものや、イギ リ スの一

部の環境保護派の聞で使われ始めた、生物分解性の竹でで

-8-

きたもの、 段ボールでできたオーストラリアのものや、新

玉葱の形を したもの等が紹介きれている。

古代エジプト文明とアンデス文明でつくられたミイラ。

2 体の本物のミイラとともに、 現代の最先端科学を使っ た、

死体の腐乱防止の技術の解明が紹介されている。

オース ト ラ リ ア博物館での開催後、各地で開催きれる予

定だ。 Australi an Museum 

http://www.deathonline 

カナダ農業博物館で、パンを紹介した特別展が開催中

わが国か輸入している小麦粉の多くはカナダから来てお

り、しかもそれらには安全性が疑問視されている遺伝子組

み換えのものが多く含まれていることはよ く知られている。

その他ならぬカナダの首都オタワのカナタ濃業博物館で、

パンの「中身」を紹介した特別展 'BreadInside StorYJ 

が開催きれている。 同展では、有史ととも歩んだパンの食

用とその原料である小麦粉の栽培の歴史が紹介されている。

その他に、会場では小麦を粉に挽いたり、ふるいにかけた

り、あるいは週末に特設のパン焼き工場で食パン等の製造

に参加体験できる。 なお同展で、遺伝子組み替えでできた

小麦粉の安全性が紹介きれていないことは少し気になると

ころだ。 会期: 2003年 3 月 1 日 - 10月 3 1 日 。

Canadian Agriculture Museum 

http://www.agriculture.technomuses.ca/francais/ 

exhi bi ts/breadexhibi t.cfm 

力ナタ科学関岡専物館で、 カナダ初の大々的なカヌー展が

開催中

カナダの女流作家マーガレ ッ ト・ ア ッ トウ ッ ド、ピエー

ル ・ ト リ ュード元首相、評伝『グレイ ・ アウル野性を生

きた男~ (中沢新一訳)の主人公グレイ ・ アウル、映画『チ

ョップ・ スイ.JI (ブ/トス ・ ウェーノ〈ー監督 2001年)の側憂

ピーター ・ ジョンソンと、著述業の野田知佑に共通してい

るものは何だろうか? 知る人ぞ、知るそれは、「カヌー」だ。

オタワにあるカナ夕、科学技術博物館では、現在同館か所

蔵しているカヌーの逸品を紹介した企画展 'Canoes :The 

Shape of SuccessJ を開催している。 同展では、 カヌー製

作技術の紹介と、カヌーの歴史的な普及が展示構成になっ

ている。 同館のカヌーの殆どは、 1994年にまとまったコレ

クションとして購入した「ライス湖コレクション」と呼ば
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れているものだ。同コレクションは北米先住民族の間で大

昔から使われてきた樹皮製のカヌーや、現庄工場で製作さ

れている FRP製のものまで、ありとあらゆるカヌーの逸

品とパドル等の装備、製作道具写真設計図、図書によ

って構成きれている。カヌーは楓とともに、カナダを代表

するシンボルになっていて、今回の特別展では、カヌーづ

くりの伝統と、カナダ人の生活に大きな地位を占めている

カヌーに光を当てたものだ。 カナダの博物館にとっても、

同展は初めての試みだ。

Canada Science and Technology Museum 

http://www.sciencetech.technomuses.ca/francais/ 

a bout/ canot.cfm 

モントリオール科学館で、眠りについての特別展が開催

睡眠を研究している科学者達によると、私たちが生きて

いる期間の1/3は睡眠によって占められているそうだ。つま

り 60歳に達したら、約20年間は眠っていたことになる計算

だ。さらに、科学的には、睡眠が私たちの肉体だけでなく、

精神も知識も リフレ ッシュしてくれることが証明されてお

り、気分転換ももたらしてくれることも分かっている。 し

かしながら、そういったことが解明されてきているにもか

かわらず、依然として、私たちの睡眠は生活様式やまわり

の環境に大きく左右さ札常に不安定な状態にきらされて

いる。

モントリール科学館で、 2003年12月 12 日に開幕する特別

展 'SLEEP FROM A TO ZzzJ は、眠りがもっさま ざ

まな姿を明らかにし、あくびをはじめ、夢や睡眠のサイク

jレ、あるいは睡閥I章害、寝起きの悪きと言ったもの等につ

いてわかりやすく紹介してくれることになっている。 会期

は、 2004年 9 月 13日まで。 Montreal Science Centre 

http://www.centredessciencesdemontreal.com/ 

大英図書館で、ダピンチ展が開催中

レオナルド ・ 夕、、ピンチが考案したグライダーとパラシュ

ートのスケッチにもとづいて製作された実物大模型カえ ロ

ンドンの大英図書館のエントランス ・ ホールで、 2003年 9

月 4 日から見れるようになった。

モナ ・リ サを初め、レオナルド ・ ダピンチか描いた絵画

は有名で、ある。しかし、彼が独創的なデザイナーであり、

しかも同時に科学者で、あったことを裏付ける資料の存在は、

実のところ一部の研究者以外には知られていない。これら

資料はコーテ、、ックス codex (綴り本)と呼ば札 冊子とい

ユース Vol. 33. No. 6 

う形態という より も、むしろメモ書きの集まりに近〈、そ

の数 (枚数)は、優に5000枚を超えている。残念ながら、

彼が生きていた聞はもとより、死後も活字になることはな

かった。また多くは散逸してしまったが、 1966年になって

偶然マドリ ッドにある国立図書館に、まとまった形でそれ

らの一音防f残されていることがわかっ た。

大英図書館で今回見られるようになったタYンチ考案の

グライダーとパラシュー トは、彼が残したこれらのメモの

中で発見されたものである。 これらの原画は、同館が所蔵

している「コーテ。ックス ・ アルンデル Codex ArundelJ 

の原本の中に、ダピンチ直筆のメモとともに描かれており、、

原本そのものも、同館にあるジョン ・リプラ ット ・ ギャラ

リーで常時見ることができる。 グライターとパラシュート

の他に、やはりダピンチが考案し、スケッチとして残され

た潜水夫用の空気供給装置も実物大模型として、 見ること

ができる。 これらの模型はもともと BBCの教育プログラ

ムのために制作されたもので、 2004年1月 5日まで一般公開

されている。 Leonardo da Vinci: From inspiration to 

innovation 

http://www.bl.uk/whatson/exhibitions/leonardo/ 

diving.html 

http://www.bl.uk/whatson/ exhibitions/leonardo/ 

glider.html 

http:// www.bl.uk/whatson/exhibitions/leonardo/ 

parachute.html 

* (やすい ・ りょう) E-post: RGYasui@obirin.ac.jp 

美術

はく製

〈各種生物〉

剥製・骨格標本・レプリカ

加工/販売/リース

藷東洋近代美術研究所
製作所干 272-0816 ft047・337・5678

千葉県市川市本北方公18- 1 FAX 047・338・1978

本社 干272-0834 千葉県市川市国分5-3-25 ft047・374-1564

- 9 一



Vol. 33 , No.6 全科協ニュース

ほ耳Ul!Iι_....幅 I III II I m:::孤島lIiiW!宜主111塩田E副lLIIii岡
市町「廿~門I四肝-.:rr::耳町宜閣~司1._' l llJI咽画面

開催館 展覧会名 開催期間

むつ科学技術館 特別展「科学市場」 12月 22 日 -4 月 11 日

陸前高田市立博物館 秋の特別展 「学校のお宝展」 11月 1 日 -1 月 31 日

陸前高田市海と貝のミユージアム 夏期特別展 「タカラガイ ・ イモカ1 の世界展」 7 月 20 日 -11月 30 日

牛の博物館 家族で楽しむ企画展2003 Iお猿さん」 11月 19 日 - 2 月 22 日

秋田大学工学資源学部附属鉱業博 後期企画展「夢空間を翻るマテリアノレ」 10月 1 日 -11月 10 日

物館

栃木県立博物館 企画展「ものが語る人と文化ーミュージアム ・ コレクショ 10月 4 日 -11月 24 日

ン再発見一」

自然系テーマ展「生きものたちの冬」 11月 15 日 -2 月 29 日

人文系テーマ展「観光と余暇」 12月 6 日 -1 月 25 日

人文系テーマ展 「冬を描く 」 12月 6 日 - 2 月 8 日

人文系テーマ展「おじいさんやおばあさんの子供のころの 12月 6 日 -3 月 31 日

暮ら し」

群馬県立自然史博物館 第20回企画展 「毒と薬一毒をあやつる生き物たち 」 10月 4 日 -11月 24 日

川口市立科学館 特別展「スポーツの科学」 11月 1 日 -12月 14 日

狭山市立博物館 秋の企画展「万身彫刻一橋本珠巴の世界」 10月 4 日 -12月 7 日

所沢航空発祥記意館 特別展「探検!ヘリコプターの世界」 10月 4 日 -12月 7 日

燭玉県立自然史博物館 特別展「里山の自然」 10月 4 日 -12月 7 日

干藁県立中央博物館 特別展「野の花 ・ 今昔」 9 月 23 日 -11月 24 日

実通情物館 ライト兄弟初飛行100年記念ミニ展示会「飛行機ことはじめ」 9 月 13 日 -12月 23 日

国立科学博物館 企画展「北里柴三郎生誕150年記念展」 11月 15 日 -12月 14 日

国立科学博物館附属自然教育園 企画展「森のクラフト 」 10月 19 日 -12月 23 日

機械産業記念館 (TEPIA) 「ロボ ッ トと近未来ホーム~日本を元気にする新技術-J 9 月 10 日 -12月 17 日

たばこと塩の博物館 特別展「大見世物J -江戸・明治の庶民娯楽~ 11月 1 日 -12月 14 日

多摩穴都科学館 「トールペイ ン ト展」 11月 23 日 -12月 11 日

東京都高層自然科学博物館 企画展「どんぐりのふしぎ」 7 月 19 日 -12月 14 日

慣須賀市自然・人文博物館 特別展 「近代 日本外交の始まり ペ リー来航から万延遣米 8 月 1 日 -12月 28 日

使節への歩み」

馬の博物館 特別展「近代競馬史」 11月 8 日 -12月 27 日

横浜こども科学館 「おもちゃの島~作ってあそぽう -J 9 月 13 日 -11月 9 日

「科学遊園~科学のスポーツ広場」 11月 20ト 2 月 29 日 |

神奈川県立生命の星・地球博物館 特別展「丹沢の自然ーその生い立ちと生きもの一」 11月 1 日 -1 月 25 日

富山市科学文他センター 公募写真展「大地の表'情」 10月 25 日 -11月 24 日

企画展示「雪の結晶~写真と折り紙-J 11月 29 日 -12月 14 日

立山カルデラ砂防博物館 企画展「立山の崩れと生きる砂防を支えるひとたち」 10月 4 日 -12月 7 日

写真展 「自然から学ぶ」 12月 13 日 -12月 25 日

佐久市子ども未来館 特別企画展「科学を体感!電気と光のおもしろ実験工房」 10月 10 日 -12月 23 日

肢車県博物館 秋季特別展「野の幸・山の幸、岐阜~発見 ! キノコと 山菜、 9 月 27 日 -11月 24 日

薬草の魅力 -J

日
U
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開催館 展覧会名 開催期間

中津川市鉱物博物館 第 7 回企画展「飯盛里安博士97年の生涯一放射性鉱物研究 8 月 3 日 ~ 11月 23 日

の先達一」

静岡市立児置会館 閉館記念展「きよなら児童会館展」 10月 31 日 ~ 11月 9 日

東海大学海洋科学博物館 ディズニー映画「ファ イ ンデイング ニモ」公開記念第 1 11 月 15 日 ~2 月 1 日

弾イベント(仮称)

デイスカパリーパーク焼津 特別展「たのしい化石」 10月 9 日 ~ 11月 24 日

特別展「おもしろサイエンス」 12月 17 日 ~2 月 15 日

浜松科学館 わかふじ国体開催記念巡回展「科学遊園~科学のスポーツ 10月 10 日一 11月 16 日

広場~J

豊橋市自然史博物館 収蔵資料紹介展「猿でご申(ざる )J 1 2月 20 日 ~2 月 1 日 l

名古屋市科学館 特別展「アート オブ スター ・ ウォーズ展」 10月 18 日 ~ 12月 7 日

あいち健康の森健康科学センター 秋季特別展示「いろいろな秋に挑戦しよう」 10月 11 日 ~ 11月 30 日

健康科学館 企画展示「なるほど納得『耳のふしぎ展~J 12月 20 日 ~1 月 25 日

冬季特別展示「耳と音のふしぎなせかい」 12月 20 日 ~1 月 25 日|

トヨタ博物館 企画展「モータースポーツの世界」 10月 7 日 ~ 12月 7 日

鳥羽水族館 企画展「ボーンズ博士のホネ研究所」 7 月 12 日 ~ 11月 30 日

滋賀県立琵琶湖博物館 企画展示「外来生物つれてこられた生き物たち」 7 月 19 日 ~ 11月 24 日

ギャラリー展示「滋賀県環境学習フェア」 12月 3 日 ~ 12月 11 日 l

きしわだ自然資料館 特別展「キシワダワニとそのなかまたち~化石でたどる関 10月 21 日 ~ 1 2月 23 日

西の350万年~J

兵庫県立人と自然の情物館 企画展兵庫の貴重な自然~íいきもの」共生の「まはろばJ~ 9 月 20 日 ~ 1 2月 21 日

明石市立天文科学館 「字宙をのぞく科学の目」展 10月 16 日 ~ 1 2月 14 日

「全国カレンダー展」 12月 16 日 ~ 1 月 23 日

広島市こども文他科学館 広島県 ・ 広島市児童生徒発明くふう展 11月 7 日 ~ 11月 16 日

広島県未来の科学の夢絵画展 11月 7 日 ~ 11 月 16 日

計量に関する図画ポスター展 11月 18 日一 11月 26 日

小学生(環境 ・ ゴミ問題)絵画コンクール入賞作品展 11月 28 日 ~11月 30 日

ネイチャーフォト作品展 12月 9 日 ~1 月 18 日

防府市青少年科学館 開館 5 周年記念企画「ソラール太陽の恵み展」 10月 4 日 ~ 11 月 24 日

山口県立山口博物館 スポット展示「時計とこよみ」 10月 2 1 日 ~ 11月 30 日

企画展「サイエンスやまぐち2003J 10月 3 1 日 ~ 11月 24 日

美祢市歴史民俗資料館 特別展「ふしぎな石 ・ おもしろい石」展 11月 1 日 ~ 11月 24 日

愛媛県立博物館 テーマ展「高縄半島の植物」 10月 1 日 ~ 11 月 27 日 |

テーマ展「人を魅了する石」 12月 2 日 ~1 月 28 日

愛媛県総合科学博物館 巡回展「日本自然科学写真協会写真展」 10月 25 日 ~11月 9 日

移動美術館「くらべてみれば~ふたつの絵から見えること」 11月 22 日 ~ 12月 7 日

巡回展「ふれあい宇宙フェスティパル~ “きぼう "の世紀へ~ J 1 2月 1 3 日 ~ 1 月 18 日

福岡県膏少年科学館 「おもしろサイエンスフェスティノ勺レ」 11 月 8 日 ~ 11 月 9 日

11月 22 日 ~ 11月 24 日

佐賀県立宇宙博物館 秋の企画展「イネとお米の生き物たち~稲作が育んだ、生物 10月 3 日 ~ 11月 16 日

多様d性」

沖縄県立博物館 特別企画展í~中縄織物へのメッセージ~ 田 中俊雄の研究~J 10月 28 日 ~ 12月 7 日

-11-
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※世界の化石・

鉱物・恐竜・化石

人類・動物骨格

標本及び模型の

輸入専門業者 ティラノサウルス ・ REX

題ゼネラルサイエンス
コーポレーション

干107-0052 東京都港区赤坂 3 -11 - 14 赤坂ベルゴビル802

TEL 03 (3583) 0731代表 FAX 03 (3584) 6247 

ミュージアムの集客を強力にサポート
新たなコミュニケーションメディア【イベントナピ】

，~ ・， イベント情報ポータルサイト

、zつEventNAVI
http://www.eventnavi.ne.jp 

全国のイベント情報年間約10万件を発信するイベントナビ。
企画展・特別展などへの来場促進に、ぜひご活用ください。

F 可
イベント情報 E 
無料登録受付中.

島株式会社Yラキ寸コ二重i全土
本社東京置港湾E芝浦4-5-4 〒 108-8555 電話 03-3455-11?1 1f()

ホムべジ http ://www.nomurakougei. co.jp

ディスプレイおよび撞聾の調査コンサルティング
企画盟計デザインブロデユ ス現出制作施工

省スペース展示に最適な、小型ドームCG映像システム

メディアグロー式誕生
メディアグローブは世界で初めてフルカラー

投映を可能にした小型・高精細のデジタル

プラネタリウム。さらにドーム全天に高画質な
CG映像を投映するマルチ投映機能を持ち、

さまざまなシーンで活躍します。
惨各種イベント等にも対応。レンタルもご禍骸ください。

コニ力三.JJIIヲプラネヲリウ'ú椋武芸祉
東京事業所干163-0512 東京都新宿区西新宿1 ・26-2 新宿野村ピJレ 12階 TEL (03) 3349-5301 
大阪事業所干550-0005 大阪府大阪市西区西本町2-3-10 西本町インテス11 陣 TEL (06) 6110・0570
東海事業所干442-0067 愛知県豊川市金屋西町1-8 TEL (0533) 89-3570 
URL:http1Ikonicaminolta.jplplanetariuml 

主主主主孟三三三三全科協情報亘三三三三 E ー~ ;;=. 

[2004動物行動のデジタル映像コンテスト]

募集テーマ，.求愛」または「擬態J (今回は「教育で使え

る映像」という視点で言刊面)

募集期間: 2003年11月 1 日 -2004年 1 月 31 日

問い合わせ: MOMO プロ ジェク ト (ethology@200.2001.

kyoto-u.ac.jp) 

担当者:繁宮f釘ト、薮田慎司

-12-
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ム} 間mmJAZtrI4階

調査・企画・デザイン・設計・製作・施工・

監理・運営およびコンサルティング・プロデ、ユース

より良い 「社会交流空間づくり 」 にむけて・1

+株式会社丹青社
干1l0-0005 東京都台東区上野5-2-2 TEL 03-3836-7221 (代表)

札幌・仙台・新潟・名古屋・大阪・鳥取・福岡
URL http://www.tanseisha.co.jp 

[a.~刷[~引戸 I

ミユージアム・シヨツ7向/教育用地学標本
地学標本(化石・鉱物・岩石)
吉生物関係模型(レプリ力)

|大英博物館/恐竜復元模型
sﾍnce1974 

.常設ショールーム・紀伊鹿屋書店新宿本店 l F TEL.03 (3354)0 13 1(代表)

麗東京ザイエンス
干 151-0051 東京都渋谷区千駄7谷5-8-2 イワオアネックスビル

TEL.03 (3350) 6725 FAX.03(3350)6745 

http://www.tokyo-science.co.jp E-mail : info@tokyo・science.co.jp
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